
2023年度

時 期 3年D巡 単元 学科 教科名

総合診断・環境保全・安全管理

佐藤　一成 ●■

小林　和樹 ●■

該当

　1）総合診断ついて教科書レベルの知識習得

　2）自動車ユーザーの保守管理を支援するための情報提供手段の知識習得

　3）問診、診断、整備計画等についての知識習得

　4）整備結果説明における知識習得

　5）上記を活用した応酬話法の習得

　1）国家一級小型自動車整備士資格学科試験問題、口述試験について解答できる。

　2）総合診断において

　（1）受付、問診、診断の留意点が説明できる

　（2）接客の基本手法を理解し、応対ができる

　（3）自動車の装置、部品の役割と保守管理の必要性が説明できる

　（4）問診、整備結果説明において応酬話法ができる

・学科履修試験での得点評価

  合格基準：70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　70点以上…『良』、  70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① 問診の流れについて

② 自動車の装置、部品に関する保守管理の必要性について

③ 整備結果説明の流れについて

 1）P26～29の自動車の装置に関する保守管理の必要性を自身の言葉で纏めさせる。

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

11時限総時限

科 目 自動車整備

総合診断

2023年4月1日

1．実務経験のある教員による授業科目

第1号様式（1/2）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

自動車販売会社で整備士として、問診、診断、整備計画等と整備結果説明においての実務経験がある教員により、それらの知

識を活用した応酬話法について指導する。

授業計画一級自動車工学科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 口述試験の内容、流れ、問診16項目、追加質問などの説明  総合診断テキスト

教員によるデモンストレーション実施  ⇒  例題1使用  授業用PPT資料

2 P.16 質問時に明らかにする項目（問診の要点）

P.21 交換部品の確認 

P.22 引き渡し時の留意点

P.25 リコール制度

P.26 定期点検整備の理念とその位置付け

P.27～　自動車の装置や部品などの長期使用

⇒保守管理を怠るとどうなるかの確認・共有

P.30～ 自動車の改造などに対する対処と安全の確保

P.39　消費者契約法

P.41 個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）

4,5 ロールプレイングの実施 Y001～Y004

練習問題を用いて問診の練習をする(Y001～Y004) パーテーションボード

⇒二人ペアで実施。片方がY001,Y003を最初に実施する学生で、

　 もう一人はY002,Y004を先に実施する。

   （順番）Y001→Y002→Y003→Y004

6,7 Y103～Y106

8  ４．総合練習問題　ロールプレイング 1回目

　　 　総合練習問題　ロールプレイング 2回目

9 　　 　総合練習問題　ロールプレイング 3回目

10 　　 　総合練習問題　ロールプレイング 4回目

11 　　 　総合練習問題　ロールプレイング 5回目

※4回目の課題実施前に、タイヤ＆ブレーキ残量に対する思考時間の使い方

ロールプレイングの実施

練習問題を用いて整備結果説明の練習をする(Y103～Y106)

第1号様式（2/2-1）

一級自動車工学科 2023年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

3年D巡 学科 総合診断
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